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令
和
５
年
第
３
回
議
会
定
例
会
は
６
月
13
日
か
ら

27
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
町
側
か
ら
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
条
例
の
制
定
１
件
、
一
部
改
正
２
件
、
人
事

案
件
１
件
、
報
告
１
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
て
原

案
の
と
お
り
受
理
、
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

観光局設立へ５年度一般会計補正予算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
８
７
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
74
億
９
５
２
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

大
型
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

新
町
長
に
よ
る
肉
付

け
補
正
予
算
と
な
る
こ

と
か
ら
慎
重
を
期
す
た

め
、
議
会
と
し
て
初
め

て
と
な
る
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
委

員
長
に
白
鳥
金
次
議
員
、

副
委
員
長
に
湯
本
る
り

子
議
員
を
選
出
。
議
長

を
除
く
13
人
で
構
成
し
、

６
月
15
日
の
１
日
間
で

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
し
本
会
議
に
送
り

ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

国
庫
支
出
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

　
ク
チ
ン
接
種
事
業
負
担
金

　
等　
　
　
９
８
１
４
万
円

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ

　
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
１
５
３
７
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
１
億
１
０
１
７
万
円

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

山
ノ
内
ど
ん
ど
ん
追
加
分

　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
委

託
料　
　
　
　
６
６
０
万
円

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
委
託
料

　
　
　
　
　
１
８
１
６
万
円

地
域
活
性
化
起
業
人

（
総
務
課
企
画
担
当
３
人
）

　
　
　
　
　
１
６
５
０
万
円

観
光
局
設
立
準
備
施
設
賃
借

　
　
　
　
　
　
１
７
６
万
円

ふ
る
さ
と
寄
附
金
費

　
業
者
委
託
料

　
　
　
　
　
１
７
２
５
万
円

　
自
動
販
売
機
リ
ー
ス
料

　
　
　
　
　
　
２
３
２
万
円

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

（
３
万
円
×
１
４
０
０
世
帯
）

　
　
　
　
　
４
２
０
０
万
円

側
溝
修
繕
工
事
（
８
件
分
）

　
　
　
　
　
１
６
３
０
万
円

空
中
写
真
撮
影
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
１
１
７
８
万
円

上
条
地
籍
の
特
定
空
家
解
体

　
　
　
　
　
１
３
１
４
万
円

観光局設立準備施設観光局設立準備施設

人
事
案
件

代
表
監
査
委
員
の
選
任

氏
名　

山
本　
政
宏

（
65
歳
・
金
倉
）

任
期　
５
年
６
月
13
日
か
ら

　
　
　
９
年
６
月
12
日
ま
で

初
の
補
正
予
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
審
査

※
１　

肉
付
け
補
正
予
算
：
前

町
長
が
編
成
し
た
当
初
骨
格
予

算
に
対
し
、
政
策
的
経
費
や
新

規
事
業
等
、
新
町
長
の
意
向
を

反
映
さ
せ
た
補
正
予
算
。

※
２　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
：
地
方
自
治

体
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
者
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
世
の
中
に
呼
び
か
け
、
共
感

し
た
人
か
ら
資
金
を
募
る
仕
組

み
。
（
７
月
７
日
目
標
達
成
）

　

※
１

※
２

（
第
２
号
）

（
第
２
号
）



第３回定例会

27 令和5年8月 議会だより第135号

問　

総
務
課
で
採
用
予
定
の
地

域
活
性
化
起
業
人
3
人
の
仕
事

内
容
と
経
費
、
財
源
は
。

答　
民
間
企
業
に
籍
を
置
い
た

ま
ま
町
に
派
遣
で
来
て
い
た
だ

く
形
に
な
る
。
一
人
は
、
補
助

金
活
用
を
中
心
に
各
種
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
の
財
源
づ
く
り
、
運

営
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
人

材
。
も
う
一
人
は
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
Ｐ
Ｒ
・
広
報
の
専
門

家
。
も
う
一
人
は
Ｐ
Ｒ
広
報
用

映
像
制
作
の
専
門
家
。
人
件
費

分
は
全
額
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

問　

ま
つ
り
会
場
に
自
衛
隊
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
が
出
展
す
る
と
い
う

が
、
そ
の
経
緯
は
。

答　
隊
員
募
集
事
業
を
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
。
自
衛
隊
か

ら
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
話
が
あ
り
、
今
回
、
ブ

ー
ス
を
用
意
で
き
る
と
伝
え
た
。

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
）
体
験
は
、
子
ど
も
も
大
人

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

と
聞
い
て
い
る
。
日
頃
、
ス
キ

ー
大
会
や
災
害
援
助
で
も
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答　

庁
舎
内
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

整
備
な
ど
を
す
す
め
、「
行
か

な
い
役
場
」「
書
か
な
い
役
場
」

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。
財
源

は
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
確
保
し
た
い
。

問　

人
員
体
制
と
費
用
総
額
は
。

答　
役
場
の
担
当
係
長
と
地
域

活
性
化
起
業
人
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
2
人
の
計
４
人
。
費

用
は
概
ね
１
４
７
４
万
円
。
う

ち
３
人
分
の
人
件
費
は
交
付
税

措
置
さ
れ
る
。

問　

湯
田
中
駅
前
に
事
務
所
ま

で
構
え
て
運
営
す
る
必
要
性
は
。

答　
駅
前
に
ち
ょ
う
ど
３
階
建

て
１
戸
貸
し
の
空
き
物
件
が
あ

り
、
鉄
路
の
玄
関
口
に
観
光
案

内
所
を
、
と
い
う
町
長
の
公
約

に
も
合
致
し
、
１
階
部
分
を
観

光
案
内
所
、
２
階
部
分
は
準
備

室
と
し
て
活
用
し
た
い
。

補正予算審査特別委員会
地
域
活
性
化

　
　
　
起
業
人
採
用

夏
ま
つ
り

山
ノ
内
ど
ん
ど
ん
拡
充

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
事
業

観
光
局
設
立
準
備
室

設
置

特別委員会審査での質疑、答弁の主な
ものは以下のとおりです。

問答問答

問答問答問答

審議議案と議員の賛否 令和 5年第 3回定例会公開します

上程議案　賛成：○　反対：●　欠席：欠
全賛…全員賛成で可決・承認・認定・採択・同意
賛多…賛成多数で可決・承認・認定・採択・同意
賛少…賛成少数で否決・不承認・不認定・不採択
　　　・不同意

結　
　

果

小　

田　

孝　

志

畔　

上　

恵　

子

小　

林　
　
　

仁

志　

鷹　

慎　

吾

塚　

田　

一　

男

湯　

本　

る
り
子

山　

本　

岩　

雄

徳　

竹　

栄　

子

髙　

田　

佳　

久

渡　

辺　

正　

男

山　

本　

光　

俊

小　

林　

克　

彦

白　

鳥　

金　

次

湯　

本　

晴　

彦

令和5年度一般会計補正予算（第2号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

令和5年度除雪車購入事業の売買契約の締結 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山ノ内町長の給与の特例に関する条例の制定 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ●

監査委員の選任 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険制度の改善を求める陳情書 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制
度）の延期・見直しを求める陳情書 賛少 ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情書 賛多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

※本会議の討論についてはＰ39を参照※本会議の討論についてはＰ39を参照

ココが疑問



論戦

ズバリズバリ ここが知りたいここが知りたい
観光局の新規設立に向けて、小・中学校の教育環境問題、農業施
策と河川整備、高齢者支援の充実、新東部浄水場と事業実施計画、
野生鳥獣被害防止対策　など

① 山本　光俊 ・３月定例会一般質問答弁について

② 小田　孝志
・町長選挙における選挙公約について　・町制施行70周年に向けて
・通学路交通安全について　　　　　 ・夏まつりの再開について
・観光局の設置について

③ 渡辺　正男
・小・中学校の教育環境の現状をどう評価するか
・地域公共交通計画にどう取り組むか
・コロナ禍の期間、町財政はどう推移してきたか

④ 徳竹　栄子
・第6次山ノ内町総合計画について
・観光振興について
・教育について

⑤ 小林　　仁

・町内小中学校の新型コロナウイルス感染症５類引き下げに関す
　る対応について
・町内移住推進に関して
・町長・副町長・教育長から見た山ノ内町の魅力やポテンシャル、
　また、活かし切れていないと思われる所は

⑥  塚田　一男
・農業施策について
・河川整備について
・交通安全対策について

⑦ 志鷹　慎吾
・学校統合にあたって
・温泉公園について
・県外コンビニでのマイナンバーカード非対応について
・スキー修学旅行について

⑧ 畔上　恵子
・高齢者支援の充実について
・帯状疱疹ワクチン接種への助成について
・物価高騰によるＬＰガス料金の負担軽減策について

⑨ 湯本るり子
・小学校統合問題について　　　　　　・町営住宅について
・子育て支援のまちづくりについて　　・道の駅について
・道路の管理について

⑩ 白鳥　金次
・学校教育について
・野生鳥獣被害防止対策について
・水道施設について
・県道宮村湯田中停車場線について

６月14日、16日、19日の３日間にわたり行われ、登壇議員は10人、傍聴者は延べ23人でした。

議会だより第135号令和5年8月 28

一般質問

　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政全般に
わたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論であることか
ら、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者1人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。



　
　
　
　
　
　
　
　
　

一般質問

29 令和5年8月 議会だより第135号

公務員の守るべき倫理の徹底を
総務課長―様々な形で人材育成につとめる

過
去
の
不
適
切
な
運
営

質
問　

あ
る
時
期
の
観
光
連
盟

は
不
適
切
な
運
営
が
常
態
化
し

て
い
た
。
現
在
は
改
善
さ
れ
て

い
る
が
過
去
の
例
を
挙
げ
る
と
、

視
察
受
け
入
れ
や
予
約
紹
介
な

ど
特
定
の
事
業
者
に
優
先
的
な

誘
導
、
宣
伝
事
業
に
至
っ
て
は

地
域
で
は
な
く
特
定
の
事
業
者

へ
誘
因
・
セ
ー
ル
ス
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
町
民
か

ら
「
特
定
の
事
業
者
に
連
盟
職

員
や
町
関
係
者
が
入
り
浸
っ
て

い
て
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
い
う
苦
情
が
き
て
い
た
。

ご
存
知
か
。

町
長　

少
し
聞
い
て
い
る
。

 

観
光
経
済
新
聞
へ
の 

 

訪
問
・
発
言
は
適
切
か

質
問　

観
光
経
済
新
聞
の
取
材

記
事
は
ど
ん
な
経
緯
で
、
誰
と

行
っ
た
か
。

町
長　

紹
介
い
た
だ
い
た
町
内

の
事
業
者
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
係
の
３
人
で
伺
っ
た
。

質
問　

こ
の
記
事
で
「
現
状
組

織
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
い
る

た
め
力
が
分
散
さ
れ
て
い
る
。

窓
口
の
一
本
化
が
必
要
と
考
え

て
い
る
」
と
あ
る
が
。

町
長　

現
状
、
町
か
ら
観
光
連

盟
に
資
金
を
出
し
、
な
お
か
つ

役
場
内
に
観
光
商
工
課
が
あ
り

統
一
感
が
な
い
。
組
織
を
一
本

化
し
て
効
率
よ
く
効
果
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
目
標
。

質
問　

こ
れ
ま
で
観
光
商
工
課
、

観
光
連
盟
は
必
要
に
応
じ
て
調

整
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
政
府

観
光
局
、
長
野
県
観
光
部
、
長

野
県
観
光
機
構
な
ど
と
協
力
し

活
動
し
て
き
た
。
現
状
十
分
機

能
し
て
い
る
と
考
え
る
。
法
人

化
を
含
め
足
り
な
い
部
分
を
現

行
組
織
に
補
完
す
る
検
討
は
。

町
長　

そ
れ
ら
を
含
め
準
備
室

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

準
備
室
は
観
光
局
準
備

室
と
い
う
観
光
商
工
課
の
新
し

い
係
と
い
う
位
置
づ
け
だ
が
、

な
ぜ
外
部
に
事
務
所
を
構
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

町
長　

湯
田
中
駅
に
わ
か
り
易

い
観
光
案
内
所
を
設
置
し
、
観

光
関
連
の
窓
口
と
し
て
事
務
所

を
構
え
る
方
法
を
と
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

準
備
室
は
観
光
局
の
設

立
に
向
け
て
精
査
検
討
す
る
場

所
と
認
識
し
て
い
る
が
。

町
長　

あ
く
ま
で
も
準
備
室
。

設
立
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。  

イ
メ
ー
ジ
は
大
阪
観
光 

 

局
と
の
記
事
掲
載

質
問　

観
光
局
の
イ
メ
ー
ジ
は

大
阪
観
光
局
と
述
べ
て
い
る
が
。

町
長　

規
模
が
違
う
の
で
参
考

に
で
き
る
所
は
参
考
に
し
、
周

辺
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
参
考
に
す
る
。

質
問　

大
阪
観
光
局
に
は
町
内

事
業
者
と
大
変
懇
意
で
、
そ
の

事
業
所
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
た
方
が
い
る
。

町
で
は
以
前
こ
の
方
を
観
光
大

使
に
任
命
し
て
い
た
が
そ
れ
が

明
る
み
に
な
り
解
任
し
た
と
認

識
し
て
い
る
が
。

観
光
商
工
課
長　

そ
の
通
り
。

質
問　

以
前
の
観
光
連
盟
の
よ

う
に
な
る
の
で
は
と
大
変
不
安

に
な
る
。
行
政
は
平
等
性
、
公

平
性
、
整
合
性
、
透
明
性
、
そ

し
て
倫
理
の
上
に
立
っ
て
運
営

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

※

※ＤＭＯ：地域の多様
な関係者も巻き込みつ
つ科学的アプローチを
とり入れた観光地域づ
くりを行う舵取り役と
なる法人。

質
問

町
長

山本光俊のつぶやき

山
や ま も と

本 光
み つ と し

俊

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

なぜ検討段階で事務所を「外部」
に設置しなければならないのか

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問
観
光
商
工
課
長

平等性、公平性、平等性、公平性、
整合性、透明性、整合性、透明性、
倫理。「言うは易倫理。「言うは易
し、行うは難し」し、行うは難し」
を強く感じる今日を強く感じる今日
この頃ですこの頃です



一般質問

選
挙
公
報
に
記
載
さ
れ
た
公
約
6
項
目
の
優
先
順
位
は

町
長
―
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
が
最
重
要
課
題

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り 

　

に
向
け
て

質
問　

私
も
提
案
し
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
二
元
代

表
制
の
中
で
良
い
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
切
磋
琢
磨
・
自
己

研
鑽
に
よ
り
つ
と
め
て
い
き
た

い
。
町
長
の
掲
げ
る
公
約
の
優

先
順
位
は
。

町
長　

公
約
6
項
目
の
ど
れ
も

重
要
課
題
と
捉
え
て
い
る
が
、

結
果
が
出
る
ま
で
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
の
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。
次
に

教
育
を
含
め
た
子
育
て
環
境
の

魅
力
づ
く
り
と
経
済
活
性
化
を

最
優
先
事
項
と
し
つ
つ
も
、
全

て
の
施
策
を
リ
ン
ク
さ
せ
な
が

ら
す
す
め
た
い
。

質
問　

国
で
は
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」
が
設
立
さ
れ
た
。
人
口
減

少
・
少
子
化
等
の
問
題
も
あ
り
、

町
で
も
独
立
し
た
組
織
の
設
置

が
必
要
と
思
う
が
。

町
長　

子
ど
も
に
関
し
て
は
、

一
元
対
応
で
き
る
よ
う
な
課
を

設
置
す
べ
く
、
セ
ク
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
と
機
能
さ
せ
る
よ
う
、

窓
口
対
応
も
含
め
て
検
討
し
て

す
す
め
て
い
る
段
階
。

　

町
制
施
行 

　
70
周
年
に
向
け
て

質
問　

昭
和
30
年
に
1
町
2
村

が
合
併
し
、
令
和
７
年
に
は
町

制
70
年
と
な
る
が
式
典
・
イ
ベ

ン
ト
の
考
え
は
。

町
長　

歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
各
種
事
業
の
検
討
を

行
い
た
い
。

小
学
校
統
合
を
見
据
え
た

通
学
路
の
設
定
、安
全 

対
策
と
し
て

質
問　

中
学
校
正
門
や
横
断
歩

議会だより第135号令和5年8月 30

２年後は町制施行
70周年です。心
に残るイベントを
開催して、みんな
で町を盛り上げよ
う！！

質
問

※ 1　シビックプライ
ド：生まれ育った地域
に限らず、自身が思い
を寄せる特定の地域に
誇りを持ち、その地域
をより良くしていこう、
地域に貢献していこう
という思い。

※ 2　協議会：町道湯
田中夜間瀬線歩道設置
協議会。上条区、西部
協議会、地元町議、町
により構成される。

小田孝志のつぶやき

小
お だ

田 孝
た か し

志

道
に
信
号
機
設
置
の
考
え
は
。

町
長　

県
公
安
委
員
会
が
設
置

す
る
も
の
。
要
望
が
整
っ
た
ら

お
伝
え
す
る
。

質
問　

歩
道
未
整
備
箇
所
に
つ

い
て
新
た
な
設
置
の
考
え
は
。

町
長　

地
元
の
協
力
が
是
が
非

で
も
必
要
。
ま
ず
は
地
元
で
合

意
形
成
を
は
か
っ
て
、
教
育
委

員
会
と
も
調
整
し
、
協
議
会
の

中
で
検
討
を
す
す
め
る
。

　

夏
ま
つ
り
の
再
開
は

質
問　

4
年
ぶ
り
の
再
開
と
な

る
。
バ
ス
を
準
備
し
集
ま
る
こ

と
は
大
変
だ
が
、
交
流
の
場
で

も
あ
り
期
待
し
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
内
容
と
概
要
や
予
算
は
。

町
長　

昨
年
の
花
火
に
加
え
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
地
元
の
美
味

し
い
も
の
を
楽
し
め
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
各
種
団
体
と
も
連

携
し
て
8
月
12
日
に
、
や
ま
び

こ
広
場
を
会
場
に
計
画
。
予
算

は
５
１
０
万
円
。

　

観
光
局
の
設
置
は

質
問　

新
た
に
設
置
を
考
え
て

い
る
観
光
局
の
概
要
は
。

町
長　

こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興

は
、
意
思
決
定
の
迅
速
さ
、
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
活
動
、

独
自
性
と
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

企
画
、
情
報
発
信
が
必
要
。
窓

口
の
一
元
化
、
組
織
の
強
化
と

合
理
的
な
運
営
、
効
率
・
効
果

的
な
事
業
推
進
を
行
い
、
活
力

の
あ
る
町
の
形
成
を
目
指
す
た

め
、
仮
称
山
ノ
内
町
観
光
局
を

設
立
し
た
い
。
令
和
6
年
度
か

ら
事
業
開
始
に
向
け
観
光
商
工

課
内
に
準
備
室
を
設
け
、
事
業

内
容
や
組
織
体
制
を
検
討
す
る
。

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

― 子育て環境の魅力づくりとして参考にしたい施設 ―
中野市子育て支援拠点施設　愛称：ＨＵＢＬＩＣ

※
１

※
２

質
問



一般質問

31 令和5年8月 議会だより第135号

教
育
長　

小
学
校
統
合
準
備
委

員
会
で
、
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
３
月
に
ま
と
め
た
整
備
計
画

案
を
も
っ
て
、
今
年
度
当
初
か

ら
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
を
実

施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
３
月

議
会
で
の
議
論
や
、
町
長
が
代

わ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
町

が
目
指
す
べ
き
魅
力
あ
る
学
校

教
育
に
つ
い
て
、
ま
た
、
財
政

面
に
つ
い
て
も
、
本
格
的
な
議

論
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

町
民
へ
の
説
明
と
意
見
聴
取
の

方
法
や
内
容
に
つ
い
て
、
改
め

て
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

 

1
学
年
2
学
級 

　
　
　
は
必
要
か

質
問　

１
学
年
で
２
学
級
必
要

と
い
う
こ
と
で
小
学
校
統
合
議

論
が
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
る

が
、
人
数
が
少
な
く
て
支
障
が

出
て
い
る
部
分
の
解
決
・
改
善

策
は
そ
れ
し
か
な
い
の
か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
議
論
も

確
認
し
な
が
ら
、
町
民
、
ま
た

有
識
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
適
正
規
模
に
つ
い
て
、

本
当
に
20
人
か
ら
30
人
の
２
学

級
と
い
う
方
法
論
し
か
な
い
の

か
ど
う
か
も
含
め
て
、
丁
寧
な

議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

必
ず
し
も
２
学
級
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
授
業
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
少
人
数
の
ほ
う
が
し
っ
か

り
と
勉
強
で
き
る
と
い
う
科
目

も
あ
る
し
、
大
勢
の
ほ
う
が
社

会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
ら
れ
る
と
い
う
科

目
も
あ
る
。
魅
力
の
あ
る
教
育

を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
を
す
す
め
な
が
ら
、
町
民
と

の
合
意
形
成
を
取
っ
て
い
き
た

い
。
英
語
教
育
に
関
し
て
は
、

少
人
数
の
ほ
う
が
勉
強
し
や
す

い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
言

語
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
い
う

視
点
で
英
語
脳
を
つ
く
る
、
勉

強
と
い
う
形
の
英
語
で
は
な
く

て
慣
れ
親
し
ん
で
い
く
英
語
教

育
が
で
き
れ
ば
、
今
す
す
め
て

い
る
教
育
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で

英
語
を
し
っ
か
り
と
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
方
法

も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

 

１
校
統
合
の
必
要
性
、 

 

緊
急
性
は
あ
る
か

質
問　

プ
ー
ル
も
な
く
、
２
億

円
も
の
借
金
が
残
る
給
食
セ
ン

タ
ー
は
潰
し
て
、
移
転
・
新
設

す
る
と
い
う
、
大
変
無
理
の
あ

る
計
画
。
新
し
い
給
食
セ
ン
タ

ー
の
借
金
も
返
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
ま
で
し

て
統
合
す
る
必
要
性
、
緊
急
性

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

教
育
長　

整
備
計
画
案
は
、
こ

れ
ま
で
長
き
に
わ
た
る
議
論
の

上
に
で
き
た
も
の
と
理
解
し
て

い
る
の
で
、
し
っ
か
り
尊
重
し

た
い
。
そ
の
上
で
、
保
護
者
や

町
民
の
方
々
、
非
常
に
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
と
い

う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
の
で
、

で
き
る
限
り
皆
様
が
満
足
で
き

る
よ
う
な
議
論
の
場
を
つ
く
る

こ
と
を
一
番
大
事
に
し
て
す
す

め
た
い
。
統
合
す
る
、
し
な
い

は
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
方
法

論
。
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
、

保
護
者
、
先
生
方
の
意
見
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
安
全
安
心
で

楽
し
い
学
校
が
で
き
る
よ
う
に

議
論
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

統合小学校整備計画に変更はないか
教育長―魅力ある学校教育、財政面の議論も必要

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

４年ぶりの志賀高原
杯卓球大会が無事終
了。山中卓球部員、
OBの高校生、大学
生たちの協力に感謝

町
長

渡辺正男のつぶやき

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

教
育
長

「給食センターを除いた敷地だけでは町道湯田中
夜間瀬線との接続が不可能」（整備計画案より）



一般質問

３
観
光
地
一
体
の
取
り
組
み
を

 

第
６
次
町
総
合
計
画 

 

の
受
け
と
め
は

町
長　

約
60
あ
る
各
種
計
画
の

最
上
位
と
し
、
町
の
将
来
像
を

描
い
た
も
の
と
理
解
す
る
。

質
問　

町
長
が
描
い
て
い
る
施

策
を
ど
う
す
す
め
る
か
。

町
長　

継
承
し
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
対
策
な
ど
時
代
に
合

っ
た
事
業
を
選
択
し
、
新
た
な

施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

 

観
光
局
の
必
要
性 

 

に
向
け
て

質
問　

あ
る
観
光
協
会
に
地
域

が
違
う
と
い
う
理
由
で
町
公
社

作
成
の
「
そ
ば
店
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
の
設
置
を
拒
否
さ
れ
た
。

ど
う
思
う
か
。

町
長　

非
常
に
悲
し
い
。
一
丸

と
な
っ
て
観
光
活
性
化
の
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問　

３
年
度
、
北
志
賀
と
一

部
の
平
地
温
泉
の
両
組
織
が
同

様
の
野
猿
公
園
ル
ー
ト
の
観
光

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
実
施
。
ま

た
志
賀
高
原
山
の
駅
ま
で
の
要

望
も
あ
っ
た
。
連
携
の
不
一
致

の
結
果
を
ど
う
思
う
か
。

町
長　

地
域
の
枠
を
超
え
た
タ

イ
ア
ッ
プ
・
連
携
が
必
要
。
各

地
域
を
周
遊
す
る
観
光
ル
ー
ト

の
構
築
も
考
え
て
い
き
た
い
。

 『
稼
ぐ
力
』
Ｄ
Ｍ
０ 

 

組
織
登
録
に
向
け
て

質
問　

観
光
局
設
立
準
備
に
外

部
人
材
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

地
域
活
性
化
起
業
人
の
登
用
に

は
親
身
に
取
り
組
む
人
材
を
。

町
長　

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な

知
見
を
持
ち
、
経
験
豊
富
で
活

性
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
心
あ

る
方
を
人
選
す
る
。

質
問　

多
様
な
関
係
者
の
合
意

形
成
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

準
備
室
を
設
け
各
組
織

な
ど
と
調
整
し
模
索
し
て
い
く
。

質
問　

お
客
様
目
線
で
観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
と
し
て
戦
略

を
立
て
実
行
す
る
観
光
局
に
な

る
こ
と
を
切
望
す
る
。

小
学
校
統
合
の
行
方
は

町
長　

児
童
・
生
徒
数
の
推
移

な
ど
を
考
慮
し
魅
力
あ
る
学
校

の
あ
り
方
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

教
育
長　

コ
ス
ト
、
財
源
な
ど

本
格
的
に
議
論
し
て
い
く
。
統

合
を
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

質
問　

統
合
問
題
は
平
成
26
年

か
ら
現
在
約
10
年
議
論
し
て
い

る
。
保
護
者
の
不
安
解
決
の
た

め
に
も
期
限
を
定
め
る
必
要
は
。

町
長　

保
護
者
・
関
係
者
の
理

解
と
意
見
を
聞
き
本
年
度
内
の

決
定
を
目
標
と
す
る
。

 

英
語
教
育
の
強
化
を

町
長　

英
語
は
言
語
で
あ
る
。

親
し
み
、
慣
れ
る
環
境
で
英
語

力
を
磨
く
方
法
を
し
っ
か
り
と

す
す
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

魅
力
あ
る
学
校
を
念

頭
に
英
語
教
育
に
長
け
た
自
治

体
を
参
考
に
す
す
め
て
い
く
。

質
問　

国
際
友
好
交
流
都
市
、

ア
メ
リ
カ
ベ
イ
ル
町
と
長
期
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
交
流
の
体
制

づ
く
り
の
考
え
は
。

町
長　

小
中
学
生
の
交
流
を
考

え
て
い
る
。
ベ
イ
ル
町
へ
出
向

き
下
地
づ
く
り
を
し
た
い
。

奨
学
金
制
度
の
拡
充
を

質
問　

外
国
留
学
に
も
対
応
す

る
考
え
は
。

町
長　

人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
制
度
を
考
え
た
い
。

教
育
長　

財
源
の
問
題
も
あ
る

が
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長
―
窓
口
一
元
化
、
観
光
局
を
設
立
す
る

１階観光案内所・２階観光局設立準備室
（湯田中駅前）
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質
問

質
問

質
問

７月は各地で水害多
発。燃料・物価高騰
が続く。人件費上げ
ても人手不足。新型
コロナも不安。めげ
ずに頑張ろう

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

質
問

町
長

町
長

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

徳竹栄子のつぶやき

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

※ＤＭＯ：地域の多様
な関係者も巻き込みつ
つ科学的アプローチを
とり入れた観光地域づ
くりを行う舵取り役と
なる法人。

※



一般質問
 

理
事
者
が
思
う 

 

山
ノ
内
と
は

町
長　

山
ノ
内
町
は
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
宝
庫
で
、
志
賀
高
原
、

北
志
賀
高
原
の
自
然
、
ス
キ
ー

場
、
雪
質
、
各
温
泉
郷
の
存
在

と
泉
質
、
果
樹
の
育
成
環
境
と

そ
の
味
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
も

含
め
て
他
に
は
な
い
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
活
か
し
き
れ
て

い
な
い
と
い
う
視
点
で
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
ス
キ
ー
場
で
は

な
く
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
化
も
す
す
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
町
内
飲
食
店
が

地
産
、
地
元
の
食
材
を
あ
ま
り

売
り
に
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ホ
テ
ル
な
ど
の
デ
ザ
ー

ト
に
も
地
元
の
く
だ
も
の
を
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
。
山
ノ
内

町
と
し
て
も
組
織
を
し
っ
か
り

つ
く
り
、
山
ノ
内
町
一
丸
と
な

っ
て
国
内
外
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
べ
き
。

副
町
長　

全
て
の
面
で
、
幅
広

い
分
野
で
資
源
が
非
常
に
豊
か

な
町
。
人
材
面
で
は
町
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

を
輩
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
近
で
は
国

内
の
陸
上
大
会
で
、
町
の
出
身

者
が
優
勝
す
る
な
ど
、
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
活
躍
し
て

い
る
若
者
が
い
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
の
様
々
な
分
野
に

お
い
て
、
国
内
外
で
多
く
の
町

出
身
者
が
活
躍
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
資

源
い
わ
ば
点
み
た
い
な
も
の
が
、

持
つ
強
み
と
か
価
値
を
結
ん
で

線
に
し
て
い
き
、
そ
れ
を
地
域

や
分
野
を
超
え
た
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
、
面
と
し
て
町
全
体

に
広
げ
て
い
く
オ
ー
ル
山
ノ
内
、

町
全
体
で
魅
力
や
価
値
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
。

教
育
長　

山
々
を
望
む
景
色
の

素
晴
ら
し
さ
と
空
の
広
さ
に
率

直
に
感
動
す
る
毎
日
。
役
場
前

に
広
が
る
リ
ン
ゴ
畑
と
そ
の
先

に
見
え
る
高
井
富
士
や
北
信
五

岳
の
日
々
の
変
化
に
は
、
本
当

に
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
山
ノ

内
町
で
感
じ
た
素
晴
ら
し
さ
の

も
う
一
つ
は
、
暮
ら
す
人
々
の

思
い
の
強
さ
、
熱
量
の
よ
う
な

も
の
。
子
ど
も
も
大
人
も
自
分

の
価
値
観
や
考
え
方
に
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
日
々
生
活
し
て
い

る
こ
と
、
一
見
頑
固
の
よ
う
で

も
納
得
す
る
ま
で
議
論
し
よ
う

と
す
る
姿
に
は
、
強
さ
と
同
時

に
町
の
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ

る
。
教
育
長
と
し
て
教
育
現
場

の
先
生
方
、
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、
山
ノ
内
町
の
子
ど
も
た

ち
の
育
ち
と
学
び
の
環
境
づ
く

り
が
県
内
外
か
ら
高
く
注
目
・

評
価
さ
れ
る
よ
う
尽
力
し
た
い
。

山
ノ
内
町
の
フ
ァ
ン
の
一
人
と

し
て
、
様
々
な
機
会
に
山
ノ
内

町
の
環
境
と
教
育
の
素
晴
ら
し

さ
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。

山ノ内町の魅力やポテンシャル、愛情は？
町長―山ノ内町は、ポテンシャルの宝庫

山ノ内町の空は広い！
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町
長

初選挙、初当選。
新時代に向けて自分
らしさを見失わず精
一杯頑張りたい。
未来は変えられる！

小
こ ば や し

林 　仁
ひとし

小林　仁のつぶやき

教
育
長

副
町
長

※ポテンシャル：潜在
すること。また、可能
性としての力

※



一般質問
質
問　

泡
貝
川
に
お
け
る
土
砂

堆
積
の
状
況
は
。

町
長　

上
条
和
田
か
ら
よ
ま
せ

保
育
園
間
に
多
く
堆
積
し
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
現

在
、
県
で
は
防
災
・
減
災
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
5
か
年
加
速

化
対
策
で
の
中
小
河
川
に
お
け

る
河
床
整
備
を
す
す
め
る
中
、

笹
川
や
伊
沢
川
な
ど
で
の
支
障

木
伐
採
、
浚
渫
を
順
次
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
。

質
問　

下
流
地
区
に
お
け
る
災

害
防
止
面
か
ら
早
急
な
要
望
は
。

町
長　

土
砂
堆
積
に
よ
る
災
害

危
険
を
考
慮
し
、
県
に
対
応
を

要
望
し
て
い
く
。

質
問　

農
業
用
取
水
口
付
近
の

土
砂
堆
積
の
解
消
は
。

町
長　

農
業
用
水
利
の
維
持
管

理
は
地
元
関
係
団
体
の
責
任
で

お
願
い
し
た
い
。
町
で
は
地
元

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
改
修
工

事
、
原
材
料
支
給
、
機
械
借
上

げ
等
で
対
応
し
て
い
る
。

 

遊
休
農
地
は

質
問　

地
区
別
の
遊
休
農
地
の

現
状
は
。

町
長　

町
内
全
体
で
１
２
４
ha

あ
る
。
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
施
策
と
し
て
、
遊
休
農
地

対
策
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入

れ
体
制
や
支
援
、
水
路
の
維
持

管
理
、
ま
た
、
稼
げ
る
農
業
を

す
す
め
る
中
で
も
必
要
不
可
欠

な
要
素
と
考
え
て
い
る
。

　

近
い
将
来
、
抜
本
対
策
と
し

て
の
仕
組
み
を
つ
く
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

玉村、足立の花火
見学ツアーを４年
ぶりに実施。夏の
夜空が美しく輝き、
当町の夜の賑いを
瞼に重ねた

泡あ
わ
か
い貝

川
の
土
砂
堆
積
へ
の
対
応
は

町
長
―
災
害
危
険
を
考
え
、
優
先
対
策
を
県
に
要
望
し
た
い

農
林
課
長　

国
か
ら
の
指
示
に

基
づ
き
、
遊
休
農
地
が
原
野
化

し
て
い
く
も
の
は
農
地
台
帳
か

ら
外
し
、
併
せ
て
、
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

 

農
業
支
援
施
策
の 

 

申
請
件
数
と
新
規 

 

就
農
者
状
況
は

質
問　

が
ん
ば
る
農
業
応
援
資

金
利
子
助
成
金
お
よ
び
、
が
ん

ば
る
農
業
就
農
奨
励
金
な
ど
に

係
る
令
和
４
年
度
の
申
請
件
数

は
。

農
林
課
長　

利
用
件
数
は
１
９

７
件
で
、
こ
の
内
、
新
規
利
用

者
の
実
績
は
24
件
。

質
問　

今
年
度
、
現
時
点
で
の

新
規
就
農
者
の
見
込
み
は
。

農
林
課
長　

５
人
。
う
ち
1
組

は
夫
婦
。
２
人
は
里
親
制
度
活

用
後
の
就
農
。
１
人
は
農
業
の

勉
強
を
さ
れ
た
方
の
就
農
。

 

除
草
シ
ー
ト 

 

補
助
の
検
討
は

質
問　

農
地
維
持
に
伴
う
土
手

の
除
草
シ
ー
ト
の
導
入
は
。

農
林
課
長　

除
草
シ
ー
ト
は

個
々
に
試
さ
れ
て
い
る
方
が
い

る
。
町
と
し
て
は
前
坂
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
に
試
験
的
に
設
置
し

て
い
る
。

質
問　

除
草
シ
ー
ト
設
置
に
か

か
る
補
助
検
討
は
で
き
な
い
か
。

提
案
と
し
て
土
手
傾
斜
度
の
基

準
を
含
め
、
例
と
し
て
30
～
50

％
の
補
助
検
討
は
ど
う
か
。

農
林
課
長　

財
源
確
保
面
、
シ

ー
ト
設
置
後
の
維
持
管
理
や
所

有
者
交
代
等
の
課
題
が
あ
る
。

な
お
、
シ
ー
ト
耐
用
年
数
も
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
間
を

か
け
て
検
討
し
た
い
。

※１　浚渫（しゅんせ
つ）：川底をさらって
土砂を取り除くこと。

※２　がんばる農業応
援資金利子助成金：農
業経営の近代化や規模
拡大、運転資金等経営
に関する資金をＪＡな
がの志賀高原ブロック
から借入したとき、町
とＪＡで利子助成をす
る制度。

※３　がんばる農業就
農奨励金：町内に新た
に就農した担い手に就
農奨励金を交付する制
度。

土砂堆積がみられる「泡貝川」（上条・和田）
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質
問

質
問

町
長

農
林
課
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

農
林
課
長

質
問

農
林
課
長

質
問

質
問

町
長

塚田一男のつぶやき

塚
つ か だ

田 一
か ず お

男

農
林
課
長

農
林
課
長

※
１ 

し
ゅ
ん
せ
つ

※
２

※
３



一般質問

質
問　

非
認
知
能
力
を
ど
う
考

え
る
か
。

町
長　

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
は

非
認
知
的
な
脳
を
育
て
る
教
育

が
必
要
。
仕
事
の
質
と
い
う
も

の
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
必
要

で
、
そ
れ
が
脳
を
育
て
非
認
知

能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

質
問　

３
学
期
だ
け
都
会
か
ら

ス
キ
ー
目
的
に
転
校
す
る
お
子

さ
ん
が
い
る
の
か
、
ま
た
、
受

け
入
れ
は
。

町
長　

令
和
３
年
に
１
件
、
小

学
生
２
人
、
令
和
４
年
に
１
件

小
学
生
２
人
受
け
入
れ
た
実
績

が
あ
る
。
40
年
前
に
私
自
身
も

経
験
し
て
お
り
、
引
き
続
き
受

け
入
れ
を
し
た
い
。

質
問　

特
長
あ
る
教
育
が
山
ノ

内
町
に
興
味
を
持
ち
、
町
外
者

の
移
住
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

可
能
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
「
孫
た
ち
が
帰
っ
て
き

た
く
な
る
町
へ
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
思
い
と
実
現

に
向
け
て
、
住
む
と
こ
ろ
、
働

く
と
こ
ろ
、
そ
し
て
教
育
と
３

つ
の
要
素
の
基
本
構
想
で
魅
力

的
な
町
に
す
る
こ
と
が
必
要
。

質
問　

特
長
あ
る
教
育
を
目
指

す
た
め
に
子
ど
も
教
育
課
を
設

け
、
学
び
の
場
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

本
年
４
月
１
日
に
こ
ど

も
家
庭
庁
が
発
足
と
な
っ
た
。

当
町
で
も
、幼
児
教
育
か
ら
小
・

中
学
校
へ
教
育
の
連
続
性
を
重

視
し
、
役
場
内
組
織
の
見
直
し

の
検
討
を
す
す
め
る
。

 

温
泉
公
園
は

質
問　

今
後
の
日
程
、
施
設
概

要
は
。
急
斜
面
崩
落
危
険
地
域

の
工
事
に
伴
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
施
設
の
建
設
、
住
民
の

意
見
や
説
明
に
つ
い
て
、
住
民

主
体
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長　

令
和
３
年
４
月
に
湯
田

中
区
長
や
観
光
連
盟
会
長
な
ど

代
表
者
の
皆
さ
ん
を
委
員
と
す

る
湯
田
中
温
泉
公
園
整
備
検
討

委
員
会
を
設
立
し
、
４
回
の
会

議
を
開
催
し
検
討
。
県
の
事
業

で
、
急
斜
面
崩
落
危
険
地
域
事

業
の
地
質
調
査
や
用
地
測
量
が

行
わ
れ
、
早
け
れ
ば
来
年
ご
ろ

工
事
が
実
施
さ
れ
る
。

質
問　

も
し
東
小
学
校
が
廃
校

に
な
る
な
ら
、
そ
こ
も
含
め
て

再
開
発
の
検
討
は
。

町
長　

小
学
校
統
合
の
方
向
性

が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、

旧
社
会
体
育
館
解
体
を
空
家
対

策
の
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し

て
い
る
た
め
、
後
利
用
と
な
る

防
災
機
能
を
有
し
た
公
園
整
備

を
先
延
ば
し
で
き
な
い
状
況
。

質
問　

温
水
プ
ー
ル
と
い
う
選

択
肢
は
検
討
さ
れ
た
か
。

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
温
水

プ
ー
ル
の
温
泉
公
園
で
の
整
備

は
検
討
し
て
い
な
い
。

 

ス
キ
ー
修
学
旅
行
は

質
問　

コ
ロ
ナ
前
の
ス
キ
ー
修

学
旅
行
の
現
状
と
、
最
近
の
現

状
と
累
計
数
は
。

町
長　

コ
ロ
ナ
前
と
な
る
平
成

30
年
度
の
ス
キ
ー
修
学
旅
行
の

受
け
入
れ
実
績
は
、
志
賀
高
原
、

北
志
賀
高
原
に
お
け
る
合
計
数

で
学
校
数
が
２
９
３
校
、
延
べ

宿
泊
者
数
で
12
万
２
１
９
５
人
。

「ハブリックナカノ」をどう考えるか

暑くなってきたけど、
食欲は相変わらず旺
盛。最近太り気味だ
から気をつけよう
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質
問

志鷹慎吾のつぶやき

志
し た か

鷹 慎
し ん ご

吾

質
問

町
長

※１　ハブリックナカ
ノ：令和５年４月に中野
市にオープンした中野市
子育て支援拠点。

※２　非認知能力：意欲、
協調性、忍耐力、コミュ
ニケーション能力といっ
た測定できない個人の特
性による能力。

町長―子育てにおける地域拠点として必要

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

※
２

※１

中野市の子育て支援拠点施設”ハブリック”



一般質問
質
問　

当
町
に
お
け
る
認
知
症

対
策
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

個
別
相
談
会
、
生
き
が

い
カ
フ
ェ
、
見
守
り
Ｓ
０
Ｓ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
徘
徊
高
齢
者
家

族
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
事
業
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事

業
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
開
催
な
ど
、
６
つ
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
の
現

状
は
。

町
長　

当
町
の
人
口
１
万
１
４

２
０
人
に
対
し
て
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
４
７
６
８
人
、
う
ち

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

が
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
２
３
３
人
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
14
人
、
合
計
２
４

７
人
、
65
歳
以
上
に
占
め
る
割

合
は
５
・
２
％
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
と
と
も
に
認
知
症
の

状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

今
後
の
普
及
啓
発
は
。

町
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
お
よ
び
啓
発
ポ

ス
タ
ー
等
の
作
成
、
生
き
が
い

カ
フ
ェ
の
開
催
に
よ
り
、
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普

及
お
よ
び
啓
発
を
す
す
め
て
い

く
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
―
を
中

心
と
し
た
支
援
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
で
あ
る
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の

設
置
に
お
い
て
も
検
討
を
す
す

め
て
い
く
。

質
問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
は
。

「ありがとう」の一言
には、不思議な力があ
る。人生を豊かにし、
心の絆を限りなく広げ
る。感謝の「ありがと
う」を言える自分を目
　指したい

高
齢
者
支
援
の
充
実
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
は

町
長
―
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
し
た
い

町
長　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

任
意
接
種
に
該
当
す
る
た
め
当

町
と
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
な

い
。
感
染
症
法
に
よ
る
届
出
疾

患
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

発
症
者
数
等
、
町
の
状
況
に
つ

い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
。
発

症
頻
度
や
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
持

続
性
、
安
全
性
な
ど
、
周
り
の

動
向
に
注
意
し
、
現
状
は
任
意

接
種
で
あ
る
が
広
報
等
で
広
く

町
民
の
方
に
知
ら
せ
て
い
く
。

質
問　

物
価
高
騰
に
よ
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
料
金
の
負
担
軽
減
策
は
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
増
額
分
に
つ
い
て
、
令
和

5
年
度
分
と
し
て
交
付
限
度
額

は
９
３
４
３
万
円
。
内
訳
は
低

所
得
世
帯
支
援
対
策
分
と
し
て

３
２
５
１
万
円
、
推
奨
事
業
分

と
し
て
６
０
９
２
万
円
と
し
て

い
る
。
低
所
得
世
帯
支
援
分
で

は
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
。

推
奨
事
業
と
し
て
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
の
光
熱
費
や
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
分
と
し
て
趣

旨
に
沿
っ
た
実
施
を
考
え
て
い

る
。

○帯状疱疹ワクチンの種類と効果
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質
問

町
長

畔上恵子のつぶやき

畔
あ ぜ が み

上 恵
け い こ

子

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

※１　帯状疱疹：水痘（す
いとう）帯状疱疹ウイルス
によって皮膚の痛みや発疹
が起こる病気。

※２　侵害受容性疼痛：切
り傷・火傷・打撲・骨折な
どのケガをするとその部分
に痛みを起こす物質が発生
し、この物質が末梢神経に
ある侵害受容器という部分
を刺激することで痛みを感
じるため、からだに危険を
伝える痛みをさします。

○発症からの時間経過と痛みの強さ

※２

※
１

※出展：目黒みらい内科クリニック

※出展：帯状疱疹.jp



一般質問

質
問　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
で

4
月
上
旬
に
担
当
課
に
お
願
い

し
た
。
取
り
組
み
が
遅
い
が
。

建
設
水
道
課
長　

補
助
事
業
は

対
象
外
。
一
般
財
源
を
確
保
し

な
が
ら
す
す
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

当
初
予
算
で
修
繕
料
１

１
３
万
円
あ
る
。
補
修
も
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
パ
ッ
チ
ン
グ
で
や

れ
ば
、
安
く
で
き
る
の
で
は
。

建
設
水
道
課
長　

速
や
か
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

質
問　

若
者
が
住
め
る
住
宅
を

増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

人
口
減
少
対
策
の
手
段

と
し
て
、
定
住
環
境
整
備
促
進

事
業
の
ほ
か
官
民
連
携
に
よ
る

手
法
を
含
め
て
、
検
討
中
。

 

小
学
校
統
合
問
題
は

質
問　

昨
年
3
月
議
会
で
、
通

学
距
離
で
考
え
る
と
西
・
南
小

学
校
の
２
校
使
用
が
最
善
で
あ

る
と
提
案
し
た
。
党
の
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
中
学
校
へ
の

１
校
統
合
に
賛
成
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
が
、
既
存
の
小
学
校

を
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

中
学
校
案
は
敷
地
の
狭
さ
・
多

額
の
費
用
で
そ
ん
な
無
理
を
し

な
い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

百
年
の
大
計
で
、
真
剣
に
取
り

組
め
ば
必
ず
町
民
合
意
が
得
ら

れ
る
方
法
が
あ
る
は
ず
だ
。

町
長　

現
在
、
教
育
長
に
教
育

の
中
身
を
し
っ
か
り
詰
め
る
よ

う
、
最
優
先
事
項
と
し
て
指
示

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
中
身
の

議
論
を
す
す
め
な
が
ら
、
町
民

か
ら
意
見
を
聞
き
、
し
っ
か
り

と
魅
力
の
あ
る
町
の
教
育
と
を

つ
く
っ
て
す
す
め
た
い
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
議
論
も

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
上
で
、

今
年
度
中
に
結
論
を
出
す
と
い

う
こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
ま
た

現
場
の
先
生
方
、
保
護
者
、
子

ど
も
た
ち
自
身
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
づ
く
り

を
教
育
委
員
会
事
務
局
と
し
て
、

丁
寧
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

 

子
育
て
支
援
の 

 

ま
ち
づ
く
り

質
問　

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
が

少
な
い
。
夜
間
瀬
川
の
左
岸
に

小
さ
い
グ
ラ
ン
ド
や
ド
ッ
グ
ラ

ン
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
子
ど
も

の
遊
び
場
は
で
き
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

一
級
河
川
夜

間
瀬
川
な
の
で
、
県
と
協
議
が

必
要
。
新
た
な
整
備
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
ず
は
、 

現
状
の
環

境
を
充
分
ご
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
管
理
を
す
す
め
た
い
。

質
問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
の
導
入
を
。

町
長　

近
隣
で
導
入
し
て
い
る

中
野
市
、
須
坂
市
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
伺
っ
て
き
た
。
援
助

会
員
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
研

修
を
受
講
し
て
、
順
次
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

県
内
17
町
村
で
実
施
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
。

教
育
長　

実
施
に
は
安
定
的
な

財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、

町
で
は
別
に
地
域
食
材
の
提
供

を
目
的
に
３
０
０
万
円
、
物
価

高
騰
に
よ
る
食
材
購
入
に
２
０

０
万
円
を
あ
て
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

町営住宅の通路が一部傷んでいる、早期に修繕を
町長―車椅子の方の通行に支障ないよう修繕する予定
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質
問

質
問

質
問

※

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

湯本るり子のつぶやき

湯
ゆ も と

本るり子
こ

建
設
水
道
課
長

建
設
水
道
課
長

建
設
水
道
課
長

教
育
長

教
育
長

マイナカードに関す
るトラブルが連日報
道され、返納者もい
るとか。
保険証と一体化して
ほしくはないな

※ファミリーサポート
制度：国がすすめ行政
が行う子育て支援の取
り組みで、援助を受け
たい「依頼会員」と援
助を行う「援助会員」
の相互援助活動に関す
る連絡・調整を行うも
の。地域の支えあいで
子育て家庭の負担を軽
減する取り組み。

湯ノ原町営住宅通路の傷んだ状況



町
長  

各
地
区
の
水
道
施
設
の

老
朽
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
現
状
把
握
お
よ
び
更
新

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
３
月
に
水
道
事
業
実
施
計
画

を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
こ

の
計
画
を
基
本
と
し
て
取
水
施

設
な
ど
、
緊
急
性
を
考
慮
し
て

い
く
な
か
で
、
順
次
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
現
時
点
で
、
緊
急
性
が
高

く
改
修
が
必
要
な
取
水
施
設
と

し
て
は
、
東
部
浄
水
場
の
仏
岩

水
源
が
あ
る
。
今
年
度
は
水
源

調
査
を
行
い
、
今
後
の
改
修
に

向
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
考
え

て
い
る
。　
　

 

質
問　

町
長
自
ら
、
仏
岩
水
源

現
地
踏
査
の
考
え
は
。

町
長　

先
日
、
新
東
部
浄
水
場

を
視
察
し
た
際
に
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
く
中
で
、
老
朽
化
が

す
す
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
い
た

の
で
、
関
係
各
所
と
し
っ
か
り

と
相
談
し
な
が
ら
、
多
額
な
お

金
を
か
け
て
つ
く
っ
た
浄
水
場

で
あ
り
、
そ
の
目
的
と
し
て
は
、

安
全
な
水
を
安
定
的
に
届
け
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
水

源
に
関
し
て
も
、
な
る
べ
く
早

い
調
査
と
、
安
定
し
た
水
を
取

水
で
き
る
よ
う
に
、
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

 

小
池
峠
の
開
通
は

質
問　

県
道
宮
村
湯
田
中
停
車

場
線
の
通
行
不
能
箇
所
の
解
消

に
よ
り
、
期
待
で
き
る
効
果
と

浄
水
場
取
水
施
設
の
更
新
計
画
は

町
長
―
緊
急
性
を
考
慮
す
る
な
か
で
、
順
次
対
応
し
て
い
く

し
て
は
、
災
害
時
の
代
替
道
路
、

信
州
高
山
村
温
泉
郷
と
湯
田
中

渋
温
泉
郷
を
結
ぶ
、
観
光
ア
ク

セ
ス
道
路
と
な
る
が
。

町
長　

期
成
同
盟
会
に
お
い
て

57
年
間
要
望
を
続
け
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
災
害
対
策
、
観

光
で
の
活
性
化
と
い
う
視
点
か

ら
、
期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
県

に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
な

か
で
、
１
年
で
も
早
い
開
通
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

 

通
学
路
の 

　
　
歩
道
整
備
は

質
問　

南
小
学
校
へ
の
通
学
路

に
お
い
て
、
佐
野
遺
跡
の
箇
所

に
歩
道
整
備
の
計
画
は
。

建
設
水
道
課
長　

今
は
、
佐
野

遺
跡
の
土
手
の
上
を
子
ど
も
た

ち
が
歩
い
て
い
る
。
遺
跡
と
い

う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
縛
り

が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る

が
、
安
全
な
通
学
路
と
な
る
よ

う
、
県
に
要
望
を
改
め
て
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

栄
橋
交
差
点
か
ら
湯
田

中
駅
入
口
ま
で
の
箇
所
が
未
整

備
で
あ
る
。
現
在
、
中
学
生
、

高
校
生
の
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
。
議
論
と
な
っ
て
い
る
、
統

合
小
学
校
が
中
学
校
の
敷
地
内

に
建
設
さ
れ
る
と
、
ま
す
ま
す

整
備
が
重
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

安
全
に
子
ど
も
た
ち
が

通
学
で
き
る
歩
道
の
整
備
を
順

次
す
す
め
て
い
く
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。
学
校
統
合
問
題
と
併

せ
て
同
時
進
行
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

東部浄水場仏岩水源

質
問

質
問

質
問

建
設
水
道
課
長

質
問

町
長

町
長

議会だより第135号令和5年8月 38

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

白鳥金次のつぶやき

夏まつり どんどん
何かが　変わると
何かが　変わる
いやいや
 かえていくのだ～
　『楽しむ』『楽しい』
　お！まつりだ～

一般質問

町
長

町
長



（町長選挙公報より）

本会議ではそれぞれの立場から賛成・反対の討論がありました

39 令和5年8月 議会だより第135号

町
長
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定

町長の給料 30％カット 条
例
の
制
定

　
町
長
選
の
公
約
と
し
て
町
長

給
料
月
額
を
５
年
４
月
１
日
か

ら
当
分
の
間
、
30
％
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。
期
末
手
当
、
通

勤
手
当
、
寒
冷
地
手
当
お
よ
び

退
職
手
当
に
は
適
用
し
ま
せ
ん
。 　

町
長
給
料
月
額
は
77
万
５
千

円
を
30
％
カ
ッ
ト
の
54
万
３
０

０
０
円
（
年
間
で
は
２
７
８
万

円
減
）
に
減
額
し
ま
す
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
要
な
条

例
で
あ
る
た
め
、
社
会
文
教
常

任
委
員
会
と
連
合
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

 

反
対
討
論

小
林　

克
彦

⒈�

給
与
減
額
の
目
的
が
明
確
で
な
い
。

公
約
に
「
身
を
削
っ
て
こ
そ
改
革
」

と
あ
る
が
改
革
に
中
身
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。

⒉�

提
案
さ
れ
た
条
例
は
月
額
給
料
の
み

を
30
％
カ
ッ
ト
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

公
約
ビ
ラ
に
は
年
収
・
退
職
手
当
等

と
あ
り
、
月
額
給
料
の
記
載
は
な
い
。

⒊�

そ
も
そ
も
、
町
長
の
現
行
給
与
額
が

高
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
す
る

こ
と
が
ル
ー
ル
で
あ
る
。

 

賛
成
討
論

徳
竹　

栄
子

　

町
長
公
約
給
料
30
％
カ
ッ
ト
。
給
料

と
は
毎
月
固
定
の
基
本
給
の
み
。
給
与

と
明
記
で
な
い
の
で
期
末
・
退
職
手
当

等
は
含
ま
れ
な
い
。
公
約
と
本
条
例
と

は
整
合
性
が
あ
り
問
題
は
な
い
と
判
断

し
た
。

　

給
料
カ
ッ
ト
の
理
由
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
経
済
的
に
厳
し
い
業
種
が
あ
り
、
町

の
経
済
が
活
性
化
す
る
ま
で
身
を
削
り

頑
張
る
覚
悟
を
示
し
た
も
の
。
町
・
町

民
に
対
す
る
熱
き
想
い
と
決
意
を
尊
重

す
べ
き
と
考
え
る
。
公
約
を
果
た
す
意

思
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

 

反
対
討
論

白
鳥　

金
次

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
選
挙
公

約
で
あ
る
の
で
評
価
す
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
公
約
の
表
記
を
見
て
、
私
は
、

記
載
事
項
と
の
あ
い
だ
に
、
違
和
感
を

感
じ
る
。
例
え
方
が
適
切
か
ど
う
か
だ

が
、「
李り

下か

に
冠

か
ん
む
りを
正
さ
ず
。」「
瓜か

で
ん田

に
履く

つ

を
納い

れ
ず
。」

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
な
い
よ
う

に
、
す
す
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
す
る
。
改
め
て
、
公
約
の
実
行
に
向

け
て
、
次
回
定
例
会
に
お
い
て
年
収
を

盛
り
込
ん
だ
条
例
を
、
再
度
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

 

賛
成
討
論

小
田　

孝
志

⒈�

後
援
会
、
区
の
役
員
、
知
人
等
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
で
き
る
だ
け
多

く
の
町
民
の
声
を
聴
い
た
。
若
干
の

解
釈
の
相
違
は
あ
っ
た
も
の
の
全
員

の
賛
成
を
得
た
。

⒉�

町
民
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
事
案

で
は
な
い
。

⒊�

町
長
の
公
約
実
現
に
向
け
、
身
を
削

っ
て
改
革
に
臨
み
た
い
と
い
う
確
固

た
る
信
念
を
持
っ
た
堂
々
た
る
決
意

表
明
と
し
、
評
価
し
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

 

賛
成
討
論

山
本　

光
俊

　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
用
い
て
「
書
か
な
い
窓
口
」
の

構
築
な
ど
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
財
源
確
保

に
つ
と
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機
の
導
入
、
国
の
制
度
を
利
用
し
人
材

確
保
を
は
か
る
な
ど
新
規
事
業
に
取
り

組
む
姿
勢
は
評
価
す
る
。
た
だ
し
観
光

局
設
立
の
準
備
室
を
一
般
財
源
か
ら
２

０
０
万
円
超
を
投
じ
「
外
部
」
に
事
務

所
を
構
え
る
必
要
性
は
全
く
な
い
。
庁

舎
内
に
設
置
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
再
考
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

 

賛
成
討
論

渡
辺　

正
男

　

国
内
外
へ
の
町
長
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、

町
長
用
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
車
化
、
地
域
公

共
交
通
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
の
実
証
実
験
、

地
域
活
性
化
起
業
人
４
人
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
２
人
な
ど
新
た
な
人
材
の

積
極
的
活
用
、
観
光
局
設
立
準
備
な
ど
、

新
町
長
ら
し
い
前
例
踏
襲
で
は
な
い
積

極
性
の
感
じ
ら
れ
る
補
正
予
算
。
夏
ま

つ
り
に
出
展
予
定
の
自
衛
隊
Ｖ
Ｒ
体
験

は
、
子
ど
も
た
ち
も
集
ま
る
場
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

こ
の
部
分
だ
け
は
見
直
し
を
。

条例の制定・討論

※※
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
特
別
職
（
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
議
会
議
員
な
ど
）

の
報
酬
、
給
料
の
額
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
公
共
団
体
等
の
代
表
者
や
住
民
の

う
ち
か
ら
任
命
し
、
意
見
を
お
聞
き
す
る
審
議
会
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総務産業常任委員会
　6 月 21 日、7 人の委員全員で管内視察を行いました。
今回は視察場所が多く、丸 1 日かけ 10 か所しっかり
視察しました。

管内視察

議会だより第135号令和5年8月

　
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
、
10
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
沓
野
原
地
区
の
水
道

仮
設
管
撤
去
、
お
よ
び
舗
装
の
復
旧

工
事
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
東
部
地

区
全
域
と
西
部
地
区
の
1
部
に
給
水

予
定
で
あ
り
、
円
滑
な
運
用
に
期
待

し
ま
す
。

　
一
方
、
取
水
施
設
の
仏
岩
水
源
は

老
朽
化
が
す
す
ん
で
お
り
、
改
修
に

向
け
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
奥
の
急
傾
斜
工
事
は
県
で
実
施
し
、

今
年
度
は
調
査
を
行
い
ま
す
。
湯
田

中
温
泉
公
園
建
設
の
予
定
地
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
ま
ち
な
み
整
備
事
業

と
の
一
体
的
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　
水
口
・
田
水
位
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

機
器
。
水
位
は
水
位
計
に
て
設
定
可

能
。
1
台
8
万
円
、
補
助
2
万
5
千

円
。
電
波
通
信
料
は
メ
ー
カ
ー
負
担
、

親
機
を
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
ま
す
。

　
道
路
通
行
へ
の
影
響
や
用
水
路
へ

の
屋
根
・
壁
材
の
落
下
等
が
あ
り
、

応
急
対
策
を
実
施
。
建
物
は
5
棟
あ

り
、
母
屋
等
の
劣
化
が
顕
著
で
倒
壊

寸
前
の
た
め
、
早
急
に
解
体
が
必
要

で
す
。
解
体
後
の
手
続
き
を
含
め
た

対
応
も
重
要
で
す
。

　
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
基
本
的
に
24
時

間
3
人
体
制
で
、
事
案
に
よ
っ
て
本

部
等
の
応
援
を
得
て
対
応
。
防
災
ヘ

リ
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
入
電
と
並

行
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
愛
好
者
の
減
少
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

利
用
は
少
な
く
、
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

等
が
で
き
る
よ
う
窓
へ
の
防
球
ネ
ッ

ト
設
置
を
今
年
度
予
定
。

　
全
体
的
に
堆
積
土
砂
が
多
い
こ
と

を
確
認
。
寺
堰
取
水
口
付
近
の
土
砂

を
浚
渫
し
な
い
限
り
河
床
が
盛
土
状

態
に
あ
り
、
堰
上
げ
し
て
も
土
砂
が

入
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
他
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
実
施
し
た

道
の
駅
情
報
物
産
館
、
観
光
局
設
立

準
備
室
家
屋
、
観
光
連
盟
湯
田
中
駅

事
務
所
お
よ
び
改
札
状
況
、
上
条
和

田
峠
の
恒
久
電
柵
を
視
察
し
ま
し
た
。

特
定
空
き
家
解
体
予
定
家
屋

（
上
条
）

新
東
部
浄
水
場
建
設
工
事

farm
o

設
置
水
田
（
沓
野
）

旧
社
会
体
育
館
解
体
跡
地

岳
南
広
域
消
防
本
部

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

泡
貝
川
（
上
条
地
籍
）

を改善すべきか
管内視察報告
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社会文教常任委員会

管内視察

　６月 21 日に社会文教常任委員７人で、健康福祉課と
教育委員会に関係した施設を学ぶため、管内視察を実施
しました。

令和5年8月 議会だより第135号

　
１
９
９
８
年
に
開
か
れ
た
長
野
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
記
念
し
て
１
９
９
７
年
に
開
館

し
ま
し
た
。
世
界
的
な
建
築
家
、
故

黒
川
紀
章
氏
の
設
計
に
よ
る
も
の
で

会
館
内
の
高
い
天
井
と
シ
ッ
ク
な
壁

が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
５
４
６
３
人
、
今
年
度
、
徐
々
に

入
館
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

老
朽
化
が
す
す
み
雨
漏
り
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
い
る
た
め
、
建
物
修
繕

が
検
討
課
題
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
役
割
を
担
う

「
ゴ
ミ
」
を
、
再
び
「
資
源
」
へ
と

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
に
は
、
分
別
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
豊
田
興
産
で
は
、
一

次
選
別
→
二
次
選
別
→
保
管
→
梱
包

物
（
ベ
ー
ル
）
を
製
作
し
て
お
り
、

車
両
１
台
で
平
均
約
32
ベ
ー
ル
、
月

に
約
6
ｔ
を
搬
出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
５
月
１
日
、
中
野
市
豊

津
に
建
設
費
14
億
6
千
万
円
で
つ
く

ら
れ
、
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

敷
地
面
積　

約
２
ｈａ
、
地
上
1
階
、

地
下
1
階
の
建
物
で
、
最
新
の
設
備

と
広
い
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
視
察
当
日
は
施
設
が
休
館
日
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
普
段
は
決
し
て

見
ら
れ
な
い
火
葬
炉
の
制
御
盤
も
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
4
月
の
稼
働
開
始
以
来
、

毎
日
１
３
０
ｔ
の
ご
み
を
焼
却
処
理

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ご
み
の
高
カ

ロ
リ
ー
化
に
対
応
し
た
燃
焼
装
置
へ

の
形
式
変
更
、
予
熱
利
用
と
し
て
蒸

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
回
収
可

能
と
す
る
復
水
式
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
の
導
入
な
ど
、
効
率
的
な
運
転

と
維
持
管
理
を
行
い
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
明
治
６
年
、
盛
明
学
校
の
支
校
と

し
て
開
校
、
本
年
１
５
０
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
教
育
基
本
目
標
は
、

個
性
の
尊
重
と
発
達
に
応
じ
た
学
力

向
上
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
年
度
６
年
生
は
、
コ

ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ
れ
東
京
へ
の
修

学
旅
行
を
実
現
し
ま
し
た
。
学
校
施

設
の
面
で
は
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
、

体
育
館
入
り
口
の
雨
漏
り
等
、
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
い
で
湯
の
里
）

を
視
察
訪
問
し
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
（
容
器
）

志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館

北
信
斎
場
た
び
だ
ち
の
森

東
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

東
小
学
校

　
　
（
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
）

常 任 委 員 会
どこを伸ばしどこ



議会だより第135号令和5年8月 42

議会全員協議会

請願・陳情請願・陳情皆さんからの皆さんからの
受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第３号 介護保険制度の改善を求める陳情書
長野県社会保障推進協議会
　　代表委員　細尾 俊彦　宮澤 裕夫
 　　　　　　　清水 信明　小林 吟子
　　　　　　　松丸 道男　北沢 　忠

採択
全会一致

（意見書送付）

陳情第４号 国に対しインボイス制度の延期・見直し
を求める陳情書

インボイス制度を考える
　　フリーランスの会　阿部　　伸

不採択
賛成４人
反対９人

陳情第５号 『最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書』の採択求める陳情書

中高地区労働組合連合会　
　　　　　　　　議長　村松　卓広

採択
賛成12人
反対１人

（意見書送付）

第６回（６月1日）
（１）執行機関側からの提出案件
　① 令和４年度一般会計補正予算（第11号）について
　② 令和４年度一般会計補正予算（第12号）について

（２）その他

第７回（６月13日）
（１）執行機関側からの提出案件
　①低温と霜による被害状況について
　② 分譲地造成及びアパート建設支援補助事業について
　③（仮称）山ノ内観光局設立に向けて
　④ 令和５年４月２３日執行山ノ内町議会議員一般選

挙に係る事務について

　
６
月
27
日
に
湯
本
議
長
か
ら
山
本
光
俊
議
会
運
営
委

員
長
に
諮
問
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
が
住
民
の
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
効
果
的
に
機
能
す
る
よ
う
早
急
に
検
討
に

入
り
ま
す
。

１
．
諮
問
事
項

　
（
１
）
議
会
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

　
　
① 

町
民
に
対
し
て
の
信
頼
回
復
を
も
た
ら
す
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
か

　
　
② 

な
り
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
我
々

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は

　
　
③ 

議
会
と
し
て
の
存
在
意
義
と
共
に
、
今
ど
こ
に

重
き
を
置
く
べ
き
か

　
（
２
）
議
会
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

　
　
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
す
す
め
る
検
討

　
　
② 

議
会
運
営
の
効
率
化
、
事
務
局
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
る
た
め
に
は

２
．
答
申
期
限　
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に

議会活性化を諮問議会活性化を諮問

（２）議会側からの提出案件
　①議員活動におけるコンプライアンスについて
　②その他

第８回（６月27日）
（１）議会側からの提出案件
　①議長諮問について
　②令和５年度町村議会議員研修会について
　③議員活動におけるコンプライアンスについて
　④教育委員会との懇談会について
　⑤６月議会の一般質問の発言内容について
　⑥先例集について
　⑦その他

陳情第 4 号 インボイス制度延期・見直しを求める陳情書
 「不採択すべきもの」との委員長報告に対する反対討論      湯本るり子
　インボイス制度は零細企業を廃業に追い込む。新制度になれば、親会社は免税事業者から以前の請求書と領
収書では仕入税額控除ができず、自社の消費税納税額が増えるため、下請けに「事業登録番号をもらい課税事
業者になれ」と強要せざるを得ない。実際は個人タクシー・塾の講師・農家等々に影響がでる見込みで、制度
が複雑で弱い者いじめとなるインボイス制度導入の延期見直しを求めます。

陳情・全員協議会・諮問
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編

集

後

記

　
夏
本
番
の
７
月
は
、
線
状
降

水
帯
の
大
雨
か
ら
各
地
で
災
害

が
多
発
。
ま
た
環
境
破
壊
が
一

因
と
さ
れ
る
「
北
極
圏
の
氷
が

溶
け
海
水
面
が
上
昇
」
と
い
う

新
聞
が
目
に
入
っ
た
。
８
月
も

残
暑
厳
し
く
、
熱
中
症
に
気
を

付
け
る
毎
日
で
す
。
気
候
に
左

右
さ
れ
る
の
は
農
産
物
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
で
す
ね
。
地

球
や
人
間
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
ご
時
世
、
さ
れ
ど
四
季
は
巡

り
来
る
。
秋
に
は
、
当
町
の
誇

れ
る
、
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
米
・

そ
ば
な
ど
が
実
り
豊
か
に
収
穫

で
き
る
こ
と
を
願
う
。

　
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
や
地
元

産
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
材
な
ど
活

か
し
て
９
月
９
・
10
日　
須
賀

川
そ
ば
の
花
ま
つ
り
・
10
月
29

日
新
そ
ば
ま
つ
り
、
そ
し
て
10

月
21
日
、
温
泉
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
る
。

　
改
め
て
思
う　
自
然
と
は

　
災
害
と
恵
み
を
も
た
ら
す

　
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
。

（
徳
竹
栄
子  

記
）

議員研修会・視察受け入れ・編集後記
議
会
議
員

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　

研
修
会
を
開
催

　
７
月
28
日
に
第
一
法
規
主
催
の
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
に
、
議
会
議
員
全
員
で
参
加
を

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
帖ち

ょ
う
さ佐
直な

お
み美
弁
護
士
で
、「
こ
れ
だ

け
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
議
員
活
動
の
注

意
点
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
、
議
場
で
の
発

言
や
行
動
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
議
員
活
動

に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
、
議
員
と
し
て

の
活
動
に
関
し
て
の
注
意
点
な
ど
、
知
っ
て

は
い
る
け
れ
ど
、
改
め
て
確
認
し
た
い
学
ぶ

べ
き
内
容
を
、
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
14
日　
松
本
市
の
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ

ー
ル
に
て
、
毎
年
恒
例
の
長
野
県
町
村
議
会

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
議
員
の
な

り
手
問
題
と
住
民
参
加
」
や
「
こ
れ
か
ら
の

少
子
化
対
策
」
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
講
師
か
ら
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
初
の
テ
ー
マ
で
は
、
全
国
町
村
議
員
選

挙
区
で
３
７
３
選
挙
区
の
う
ち
１
２
３
町
村

が
無
投
票
で
あ
り
、
過
去
最
高
の
30
％
に
あ

た
る
１
２
５
０
人
が
無
投
票
と
い
う
実
態
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
58
町
村
の
う
ち
、
26
町

村
が
無
投
票
で
あ
り
、
約
45
％
に
ま
で
の
ぼ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
テ
ー
マ
で
あ
る
少
子
化
対
策
で
は
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
平
均
１
・
３
人
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
る
背
景
や
、
若
者
人
口
の

約
２
割
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
と
、

人
工
妊
娠
中
絶
が
16
万
件
に
も
の
ぼ
り
、
産

　
８
月
７
日　
群
馬
県
玉
村
町
議
会
の
総
務

経
済
常
任
委
員
７
人
と
事
務
局
３
人
が
管
外

視
察
に
来
町
さ
れ
、
新
東
部
浄
水
場
を
視
察

し
ま
し
た
。
湯
本
議
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
浅
見
委
員
長
か
ら
も
、「
こ
れ

か
ら
玉
村
町
水
道
施
設
の
更
新
が
控
え
て
お

り
、
参
考
に
し
て
学
び
た
い
」
と
視
察
受
け

入
れ
感
謝
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

み
た
い
女
性
へ
の
支
援
策
が
十
分
で
は
な
い

こ
と
が
問
題
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
都
市
部
へ
流
出
す
る
女
性
の
背
景

と
し
て
、
田
舎
ほ
ど
暮
ら
し
づ
ら
い
現
状
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全県町村議会全県町村議会
　　議員研修会に参加　　議員研修会に参加

玉村町議会が来町玉村町議会が来町

※
合
計
特
殊
出
生
率
：
人
口
統
計
上
の
指
標
で
、
15

～
49
歳
ま
で
の
既
婚
・
未
婚
を
問
わ
ず
全
女
性
の
年

齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も
の
で
、
女
性
人
口
の
年

齢
構
成
の
違
い
を
除
い
た
「
そ
の
年
の
出
生
率
」
を

意
味
す
る
。
一
人
の
女
性
が
そ
の
年
齢
別
出
生
率
で

一
生
の
間
に
産
む
と
し
た
と
き
の
子
ど
も
の
人
数
に

相
当
す
る
。

※


